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高齢者を取り巻く現状と課題

1 .高齢化の進展
、、

( 1 )高齢者人口の推移

本市における 65歳以上の高齢者人口は，平成20年9月末現在 232，783人で

高齢化率は 16.6%となっています。また，本市の高齢化率は全国平均に比べると値

いものの高齢化は着実に進んでいます。

平成21年以降の曙来推計では，平成26年に総人口は 1，434，5∞人で平成20

年と比較して 2.3%増となりますが， 65歳以上の高齢者人口は 287，0∞人で同

24.1%増と総人口の伸び率を太きく上回り，高齢化が一層進展するものと見込まれ

ています。

H 18 H19 H20 H 21 H22 H23 H26 
， • 

総人口 1，380，953 1，393，245 1，403，840 1，408，100 1，415，000 1，421，100 1，434，500 

65歳以上 217，131 225，685 232.783 240.700 245，700 250，200 287，000 

内 前期 (65~74歳) 121，860 125，065 127，403 130，300 130，500 130，000 154.700 
訳 後期 (75歳以上) 95.271 100.620 105.380 110.400 115.200 120.200 132.300 

高齢化率 15.7% 16.2% 16.6% 17.1% 17.4% 17.6略 20.0判

※ H 18~H20は 9月末現在の住民基本台帳と外国人登録総数。
※ H21~H26は保健福祉局でコーホート要因法を用いて推計した数値。

高齢者数及び高齢化率の推移
(人〉
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※ 全国:H 18，...， H 19は総務省統計局による10月1日現在の推計値。
H 20，...， H26は国立社会保障・人口問題研究所による推計値。

※ 本市:H18，...，H20は9月末現在の住民基本台帳と外国人登録総数。
H 21，...， H 26は保健福祉局でコーホート要因法 を用いて推計した数値。
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(2)高齢者世帯の推移

平成 17年国勢調査によると.本市の 65歳以上の親族がいる世帯は 146，734

世帯〈一般世帯全体に占める構成比23.2%)，高齢者単身世帯は45，461世帯(同

7.2%).高齢夫婦のみの世帯は 38，881世帝〈同 6.1%)となっており，いすれも

年々増加傾向にあります。

(世帯)
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高齢者世帯の状況
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17.708 

(総数) 81，161 100.710 

H2 H7 

124.897 

H12 

146.734 

H 17 

l口開単身世帯 口高齢夫婦世帯 Eコ左記以外の65歳以上親族のいる世帯

※ 平成17年国勢調査による。
※ 高齢単身世帯は， 65歳以よの 1人のみの一般世帯。
※ 寓齢夫婦世帯は，夫が65歳以上で妻が60歳以上の夫婦1組のみの一般世帯。

(3)要介護認定者数の推移

認定率(高齢者に占める要介護認定者の割合〉は.平成 12年度の介護保険制度

開始以降，毎年上昇を続けていましだが，平成 17年度以降はほぼ横ぱいで推移レて

います。

しかしながら.高齢者人口の増加に伴い要介護認定者は増加が続いています。
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第2章 高齢者を取り巻〈現状と課題

要介護認定者の推移
.， . 

H15 H 16 H 17 H18 H 19 H20 

要支援 5.161 6.535 7.883 * * * 
経過的要介護 * * * 3.647 * * 

要支援 1 * * * 4.057 6.464 6.816 

要支援2 * * * 2，658 5，228 6，629 

要介護 1 11，613 12，774 13，187 11，827 10，563 8，773 

要介護2 5，201 5，316 5，613 6，393 6，591 7，034 

要介護3 3，838 4，130 4，373 4，746 5，262 5，720 

要介護4 3，802 4，158 4，316 4，498 4，343 4，620 

要介護5 3，208 3，566 3，663 3，725 4，024 4，061 

要介護認定者数 32.823 36.479 39.035 41.551 42.475 43.653 

認定率 16.7明 18.0覧 18.7覧 19.1弘 18.8略 18.8判

※値は年度平均。
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2.高齢者実態調査に基づく現状

福岡市に在住する高齢者などの保健福祉に関するニーズや意識などを把握すること

を目的とレて，平成 19年度に「福岡市高齢者実態調査」を実施しまレた。

調査種別 調査対象者 有効回答

高齢者一般調査
5，000人 3，161人
市内在住の60歳以上の方から無作為に抽出 (63.2略)

高
............................................................ ...................................................................................................................................................................................................................... .................................. 

齢
5，000人

在宅サービス 市内在住の要介護認定者のうち，介護保険在宅サービスを利用 2，983人
社

利用者調査 している方から無作為に抽出 (59.7%) 
会 ※第2号被保険者 (40-64歳)含む

............................................................ ...................................................................................................................................................................................................................... .................................. 

関 3，000人

す 在宅サービス 市内在住の要介護認定者のうち，介護保険在宅サーピスを利用 1，543人

る 未利用者調査 していない方から無作為に抽出 (51.4略)

調
※第2号被保険者 (40-64歳)含む

査
施設等サービス

1，500人 1，037人
利用者調査

介護保険施設やグループホームに入所中の方から無作為に抽出
(69.1%) 

※第2号被保険者 (40-64歳)含む

介護支援専門員調査
865人 (悉皆調査) 471人
福岡市内の居宅介護支援事業所に所属する介護支援専門員 (54.5略)

( 1 )健康状態

健康状態については.r健康で普通に生活レているJ(41.3%). r何らかの病気は

あるが.日常は自立，外出ちひとりでできるJ(46.8%)と約9割の人は概ね健康

で自立レていますが.加齢にしたがい何らかの病気や障がいを抱えている人の割合

が高くなっています。

【健康状態】
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。
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高齢者を取り巻く現状と謀題第2章

(2)住宅の状況

現在の住まいの状況については，一戸建てやマンシヨンの持ち家所有が69.8%で

す。一人暮らしの揚合.持ち家所有は45.1%で，借家や賃貸マンション，アパート

住まいは46.4%です。

また，全体の約半数は現在の住まいで「老朽化レているJr手すりがないJr段差

がある」など何らかの困ったことを抱えています。

【住居形態】

% 
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。

(複数回答)【住まいで困っている ζと】
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(3)近所との交流

近所の人たちとの交流については.r話や訪問しあう人がいるJ(16.7%)と「悩

みや困つだときに頼みあうほどの人がいるJ(8.0%)を合わせた24.7%の人は地域

での人間関係が築けています。

一方.rほとんどつきあいがないJ(8.0%)と「道で会えばあいさっする程度」

(33.6%)を合わぜた41.6%の人は交流があまりありません。

地域コミュニティの結びつきが弱い状況となっています。

【近所とのつきあい】
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第2章高齢者を取り巻く現状と謀題

(4)仕事

現在住事をしている人は 28.2%です。仕事をレている理由は.r生計を維持する

収入を得たいから」が53.8%で最も多く.次いで「健康によいからJ(36.2%入「生

活を充実させる収入を得たいからJ(32.8%)となっています。

また，現在仕事をしていなし1人のうち.42%は今後仕事をレたいと考えており.

その理由として「健康のため」が最も多くなっています。

% 【就労状況】

80 
68.6 

「一一
60 

40 

20 
也.司 5.5 2.9 3.2 。

-自 -非 常 4月不 い仕 無

役営 パ 常 動 -に定 な事 回

員業 I j勘 5 期 いを 答

ト 回 し

て

【仕事をしている理由】 (複数回答)
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(5)ボランティア活動

現在ボランティアをレている人は 11.4%です。ボランティア活動への参加状況は.

「月 1回程度」が29.7%で最も多く.次いで「週1回程度J(20.8%)， r週2~3

回程度J(13.9%)となっています。

活動の内容は， r環境に闘する活動」が 33.6%で最ち多く，次いで「高齢者を支

援する活動J(28.9%). r子どち・青少年を支援する活動J(25.3%)となっていま

す。

まだ.現在ボランティア活動をしていない人のうち， 29.9%の人が参加意欲を持

っています。

【ボランティア活動の頼度】

% 

40 

29.7 

20.8 

30 

20 

10 

無

回

答

1
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に

1
固
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週
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程

度

週
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固
程
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月
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。

(複数回答)【ボランティア活動の内容】
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。

1 3 



(6)心Eごとや悩みごと

現在のIs¥配ごとや悩みごとは「自分の健康状態」が522%で最も多く，次いで「家

族の健康状態J(30.3%入「将来が不安J(26.6%). r生活費J(18.2%)となって

おり.いずれち平成 13年度の調査から徐々に盟加レています。

高齢者を取り巻〈現状と課題第2章

【，1)配ごとや悩み】 (複数図書)

% 
60 

40 

20 

無

回

答

そ

の

他

日

常

的

な

お

金

の

管

理財

産

関

係

近

所

の

人

や

友

人

と

の

人

間

関

係

近

所

の

生

活

軍

境

仕

事

関

係

趣

味

が

な

い

家

族

と

の

関

係

家

事

・

介

護

な

ど

の

日

常

生

活

住

宅

関

係

生

活

費

特

に

な

い

将

来

が

不

安

家

族

の

健

康

状

態

自

分

の

健

康
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態

。

(7)行政への要望

高齢者保健福祉施策の充実に向けて行政に特に力を入れてほしいのは「自宅に住

みながら受ける介護保険サービス」が44.7%で最も多く，次いで「認知症やひとり

暮らレなど，援護を必要とする人への施策J(36.3%)， r施設に入居して憂ける介

護保険サービスJ(24.4%)など，介護などの援護を要する人に対するサービスの

充実が上位となっています。

(複数回答)【行政への要望】
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。
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(8) 日頃の主な介護者

介護保険の在宅サービスを利用されている方と利用されていない方について.日

頃の主な介護者について尋ねたところ，高い順に介護が必要な方の「娘Jr妻Jr夫」
「息子の妻」となっています。

在宅サービス未利用者では「妻」や「夫」による介護の割合が在宅サービス利用

者より高くなっています。

【日頃の主な介護者】

v
n
o
o
o
o
o
 

t
a
a寸

q

u

n

4

1

1

0.1 0.3 0.9 1.5 

の介 の介 の介 の介 の介 (そ (そ の介 無

娘謹 妻謹 夫護 息護 息謹 女の 男の 娘謹 回
カ電 カT カ電 子が 子が 性他 性他 のが 答

必 必 必 の必 必 )の )の 夫必

要 要 要 妻要 要 方 方 要

な な な な な な

方 方 方 方 方 方

口在宅サービス刺用者 口在宅サービス未利用者|
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第2章高齢者を取り巻く現状と謀題

(9)介護保険制度について

介護保険制度ができてよくなったことは「老後の生活に安山感ができたこと」が

29.5%で最ち多く，次いで「いろいろなサービスを受けることが出来るようになっ

たことJ(17.4%)， r介護に閲する情報や話題が得られやすくなったことJ(13.1 %) 

などがあげられており，全体の47.8%が介護保険の利点をあげています。

一方，不満に思うことは「保険料が高いこと」が35.6%と最も高く，次いで「介

護認定の申請がわずらわレいことJ(16.7%)， r介護サービス事業者について.情

報が少ない.わかりにくい，不安があることJ(16.3%)などがあげられています。

【介護保険制度ができてよくなったこと】 (複数回答)

% 
40 

29.5 
32.6 

30 

20 

10 

。
感老 たでスいすや介な談どケ よ立サ 少家 こ言者介 そ 特 無

が後 ζ きをろ く話護つがにア うし l な族 といに聾 の 固

での とる受いな題にたで介マ にてピ くへ や希サ 他 な 答
き生 よける つが聞こき聾ネ な生ス な の す望| し

た活 うるなた得すとるなジ つ活和l つ気 くやピ

にこサこらる よどヤ たで用 た が な普ス

と安 なと| とれ情 うの| こきで こね つ情事

I~ つがピ や報 に相な とる自 とカt たを業

【介護保険制度について不満に思うこと】 (複数回答)

持

30 

20 

10 

。
保 ず介 あかの介 tJ{サ 受希 しと介 な サ そ 特 無

険 ら躍 るり情謹 高| け望 いの纏 い l の 困

料 わ認 こに報サ いビ らす こ契サ こピ 他 な 答
t恭 し定 とくが l こス れる と約| とス し

高 いの い少ピ との な サ がビ 内
ι、 こ申 、なス 和l い| わ ス 容
」 と請 不 い 事 用 三ピ ず事 t手
と ヵt 安 、業 料 とス ら業 良

わ がわ者 金 カ電 わ者 く
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(10)在宅サービスを利用していない理由

要介護認定を受け，介護保険の在宅サービスを利用レていなし1方にその理由を尋

ねたところ.r家族の介護で足りているから」が38.3%で最ち高く，次いで「いざ

という時のために要介護認定を受けただけJ(25.1%)となっています。

(複数回答)【在宅サーピスを利用していない理由】

% 
40 

30 

20 

10 

無

回

答

そ
の
他

介

護

保

険

以

外

の

福

祉

サ

ー

ビ

ス

で

間

に

合

っ

て

い

る

か

ら

近

所

の

目

が

気

に

な

る
か
ら

施

設

に

入

所

し

た

い

か
ら

大利らサ利

き用 |用

い料 ビし
か金スた

らのがい

負なと

担い恩
カt かう

わにデ

し通イ
いうサ
かの|

らはピ

わス
ずな

らど

他

人

を

家

に

入

れ

た

〈

な

い

か

ら

用動病ら手サ

し開院な続|

て介のいきピ

い護リかがス

てなハらよの

足どピ 〈内

りをリ わ容
る利や かや

入

院

し

て

い

る

か

ら

受めい
けにぎ

た要と

だ介い

け護う

認時

定の

をた

今

は

家

族

介

護

で

足

り

て

い

る

か

ら

。

(11)介護保険施設等を選ぶときに重視する点

現在，介護保険施設等に入所している方に施設等を選ぶときに重視するところを

尋ねたところ.r自宅や親族の家に近い」が59.2%で最も高く.ついで「職員の態

度.対応J(46.4%). r医療・リハビリの体制が整っているJ(39.9%λ 「設備な

ど力濯っているJ(35.3%)となっています。

(複数回答)【施設等を遷ぷときに重視する点】

% 
60 

59.2 

46.4 

40 

20 

無

回

答

そ

の

他

多
床
室
が
あ
る

一』
と

施

設

な

ど

の

独

自

の

サ

ー

ビ

ス

職

員

の

資

格

や

経

験

年

数

事

故

の

醸

の

体

制

や

保

険

が

充

実

し

て

い

る

苦

情

や

相

談

の

窓

口

が

整

っ

て

い

る

個
室
が
あ
る
一
」
と

施

設

等

の

運

曽

方

針

評

判

が

良

い

設

備

な

ど

が

整

っ

て

い
る

医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
の

体

制

が

整

っ

て

い

る

職
員
の
態
度
、

対

応

自

宅

や

親

族

の

家

に

近

い

。
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第2章高齢者を取り巻〈現状と課題

3.高齢者を取り巻く課題
、、

0 少子高齢化の進展により，地域コミュ二ティ活動の担い手が減少する一方，一人暮

らレ高齢者や認知症高齢者をはじめ支援を必要とする高齢者が増加していることから，

家庭や地践において高齢者を見守り，支援する機能や活力の向上が望まれます。

0 高齢者自らが社会の支え手の一員として，これまで摺ってきだ豊かな経験，知識，

能力を活かし，地鼠活動やボランティア等の社会貢献活動に，その役割を積極的に果

たレていくことが期待されるとともに，その活動のための揚づくりや情報提供が求め

られています。

0 生きがいを持って自立して暮らしていくためには. I~\身の健康が大切で，できる限

り健康を維持し介護を必要とする状態とならないよう，日常的，継続的な健康づくり

や介護予防の取り組みを強化する必要があります。

O 一概に高齢者と言っても，明治生まれから昭和生まれまで様々な世代が杏在してお

り，今後.r団塊の世代」が高齢期を迎えると，高齢者の生活様式や考え方，価値観な

どが一層多様化すると考えられています。

これまでの高齢者像で一括りにせす，高齢者の実態や地域の実情盟びに社会情勢の

変化等を十分踏まえた施策の構築や男直しを図る必要があります。
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